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Butterfly Designs in the Edo Period
──Focusing on“Kosode Moyo Hinagatabon”──
清 水 久美子 廣 瀬 永 莉＊
（Kumiko SHIMIZU）（Eri HIROSE）
Abstract : This paper looks at the Kosode Moyo Hinagatabon published during the Edo Period, and dis-
cusses the characteristics and changes of butterfly patterns drawn on kosode. The appearance of butterfly
patterns peaked in the late 1680s and early 1700s, and later increased slightly to its highest number in
1800. Depictions of butterfly patterns can be generally divided into ageha chou and fuse chou, with fur-
ther changes visible in the detail of the shapes, showing variety. There were also allegorical patterns that
combined with other patterns to symbolize a sense of season, drawing from literature of that time. In sum,






























雛形本 発行年 総数 小袖 浴衣 小物他 紋
1 御ひいなかた 寛文 7年（1667） 200 7
2 新板小袖御ひいなかた 延宝 5年（1677） 84 1
3 新板当風御ひいなかた 天和 4年（1684） 54 1 1
4 諸国御ひいなかた 貞享 3年（1686） 192 2
5 源氏ひなかた 貞享 4年（1686） 39 2
6 友禅ひいながた 貞享 5年（1688） 121 4 6
7 色紙御雛形 元禄 2年（1689） 98
8 袖ひいながた 元禄 5年（1692） 50 1
9 当流模様雛形松の月 元禄 10年（1696） 80 1
10 当流七宝常盤ひいなかた 元禄 13年（1700） 125 1 3
11 花鳥雛形 元禄 16年（1703） 114 2
12 丹前ひいなかた 宝永元年（1704） 114 6 3
13 当世模様委細ひいなかた 宝永 2年（1705） 100 2 3
14 新板花陽ひいなかた網目 宝永 5年（1708） 110 2 3
15 新撰当流相生雛かた 正徳元年（1711） 38
16 雛形祇園林 正徳 4年（1714） 144
17 当風美女雛形 正徳 5年（1715） 56 1
18 墨絵雛形都商人 正徳 5年（1715） 107 1
19 雛形西川夕紅葉 享保 3年（1718） 96 2
20 雛形菊の井 享保 4年（1719） 122 3
21 当流模様雛形鶴の声 享保 9年（1724） 113
22 雛形染色の山 享保 17年（1732） 112 1
23 当世新板雛形紅葉の山 元文 5年（1740） 72
24 雛形愛染川 延享 4年（1747） 104 1
25 雛形袖の山 宝暦 7年（1757） 98 1
26 雛形接穂桜 宝暦 8年（1758） 97 4
27 雛形吉野山 明和 2年（1765） 95 4
28 新雛形京小袖 明和 2年（1765） 95 2
29 新雛形曙桜 安永 10年（1781） 90 2
30 彩色雛形九重にしき 天明 4年（1784） 50 2
31 新雛形千歳袖 寛政 12年（1800） 92 10





























































































































































































































































表 8 蝶と触角のある蝶の出現数 表 10 蝶の出現数と文様入り蝶の数
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